
今回ご紹介するのは 教育委員会生涯学習部市民学習振興担当の「大阪市生涯学習ルーム 活動交流会」です。 

うちのイチ押し！�
講座・イベント・展覧会などの詳しい内容を、その事業の担当者が直接PRするコーナーです。�

このコーナーでは の３つの読み物を順番に掲載しています。�
11月号は「親子でなにわ新発見」です。次回の「うちのイチ押し」は12・1月合併号の掲載（予定）です。�

→� →� 「うちのイチ押し」� 人権啓発｢ぱれっと｣�「親子でなにわ新発見」�

　“水の都大阪”は八百八橋としても有名です。近代化に伴い、木造から鉄骨、鉄筋コンクリートと
形をかえながらも大阪の町に彩りを添えてきました。なかでも著名な建築家が指導、監修にあたって
いることからもデザインが非常に重視されたことがよくわかります。�
　大正１０年に大阪市の都市計画事業が開始され、近代都市としての骨格を備えることとなりました。
それ以降、道路網の整備にあわせて橋の架け替えがおこなわれました。淀屋橋と大江橋もこれによ
り建設されたもので、いずれも昭和１０年に竣工しました。デザインには特に力が入れられ、橋としては
例のない、デザインコンペがおこなわれました。その時の条件が、“周囲の都市景観に配慮したもの”
でした。入選案は“南欧ルネッサンス様式”でまとめられていて、これをもとにアールヌーボーの使い手
として著名な建築家の武田五一がデザイン指導をしました。ふたつの橋は大阪を代表する橋として、
大阪市の有形文化財に指定されています。�
　中之島一帯にはデザインに秀でた橋がほかにもたくさんあります。難波橋（大正４年）はライオン橋
として有名ですし、市役所の北東にある堂島川可動堰（通称水晶橋、昭和４年）は大小のアーチを
組み合わせ、またアールデコ風の照明燈がつけられ、凝った意匠でまとめられています。�
　現在に続く水都大阪の都市景観は、“大大阪”と呼ばれた大正末期から昭和初期に形作られま
した。橋をつくるにあたっても、都市景観との調和を重視した当時のひとたちの都市美へのこだわり
がうかがえます。�

（文・写真：教育委員会文化財保護担当）�

S市内在住の18歳以上の人　D各50人（多数
抽選）　F無料（入場料別）　H10/24（水）�
]往復ハガキ（1枚につき1人）に〈必要事項〉と
希望日（1日のみ）を書き、〒530-8201北区中之島
1-3-20の教育委員会文化財保護担当へ。�
L6208-9168（教育委員会文化財保護担当）�

�講演会と見学会 「大阪の歴史再発見」�
講演を聞き、その後、市内に所在する文化財や史跡を、学芸員の解説を聞きながら見学する。��
A11/10（土）　「毛馬の閘門と洗堰～淀川改修工事と大阪の近代化～」　�
　  11/17（土）　「四天王寺西門・石鳥居と人々の信仰」　�
　  11/24（土）　「中之島かいわいの橋めぐり」�
いずれも13:00～15:30　※会場は、締切後にお知らせ。�

A11/17（土）　10:00～17:00、11/18（日）　10:00～16:00�
C総合生涯学習センター�
　　（地下鉄各線・阪急・阪神「梅田」、ＪＲ「北新地」「大阪」）�
C作品展示、舞台発表、お茶席、手作り市、�
　　一日チャレンジコーナー、わんすてっぷ・フォ～ラム�
Sどなたでも　F無料（一部教材費が必要）�
L6208-9027（教育委員会市民学習振興担当）�

　大阪市では、市内の小学校の特別教室等を活用して、地域の人々の
文化・学習活動や交流の場を提供するとともに、講座等の開設を通じて
学習機会の提供を図り、地域における生涯学習活動の拠点となる「生
涯学習ルーム事業」を実施しています。�
　日ごろの生涯学習ルームの活動成果を発表し、相互交流の場として、
作品展示や舞台発表とともに、『わがまちを知って、次世代をはぐくむ』を
クローズアップ・テーマとして、テーマに沿った活動を紹介するフォーラム
を実施し、生涯学習ルーム事業について広く発信する活動交流会を開
催します。�
�

�
�
クローズアップ・テーマに沿った活動をしている「ルーム」
と、その分野の専門家を交え、今後の活動へのワンステップ
となるよう、生涯学習ルームでの取り組みの醍醐味をフォー
ラム形式にて紹介します。�
�
テーマ１「大阪探訪のすすめ」�
A11/17(土) 14:00～16:00�
テーマ２「子どもの今と未来」�
A11/18(日) 14:00～16:00�
いずれもC総合生涯学習センター　S市内在住・在勤・在学者�
D各100人（多数抽選）　H11/１(木)�
F無料　J　K
]往復ハガキ、ＦＡＸに＜必要事項＞とテーマ名を記入し、下記へ。�
〒530-8201 北区中之島1-3-20教育委員会事務局市民学習振興担当�
わんすてっぷ・フォ～ラム担当（TEL: 6208-9027  FAX: 6202-7054）�

だいおおさか�

大阪の史蹟や歴史資料を毎号連続でご紹介します。�
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⑦�

上：淀屋橋、下：大江橋�




